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君のことを気にかけている、
親の思い、保健室のつぶやき

「生徒さんは、どんな気持ちで学ぶことになるだろう？」、2022年春から高校生が保健

体育で精神疾患を学ぶことになるのを前に、精神科医としてそう考えています。

これまでの教科書にあったがんや生活習慣病は、「いずれなるかもしれない」病気とし

てあらかじめ知識を身につけておくことが中心でした。精神疾患は、事情が異なります。

自分自身や兄弟姉妹や友達が、精神疾患を持っていることがあるからです。未来ではな

く、「今の自分」のこととして学ぶことになります。

親など家族が病気をもっている時、がんについてとはまた別の苦労や戸惑いが、精神疾

患にはあります。「普通の家庭での育ちを経験できなかった」という引け目を、精神疾患

のヤングケアラーが感じることもあります。

そうした「自分ごと」としての精神疾患について、授業を担当する保健体育の先生が相

談に乗ってくれるかもしれません。教科の先生だけでなく、皆さんのことをいつも気にか

けている人がいることも、思い出してください。家庭では皆さんの親が、学校では保健室

の養護教諭が、高校生を見つめています。

保健体育で精神疾患を学んで、「もしかして？」と少しドキッとした高校生が、そうした

「気にかけている人」がいることを思い出すきっかけになればと考え、この冊子を作りまし

た。皆さんを見守っている家庭の親や保健室の養護教諭の声を届けたいと思いました。

この冊子は、群馬大学大学院医学系研究科神経精神医学教室のホームページでPDF

ファイルを公開しています（https://psychiatry.dept.med.gunma-u.ac.jp/）。みなさ

んの周りにこうした声が役立つかもしれない友達がいたら、ぜひ教えてあげてください。
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つまずくことは誰にでも

　中高生になると、学習成績、部活動成績、友人関

係、家族関係などそれぞれの場面で、自己実現欲求と

現実との間で、焦燥感や辛さを感じることが増えてき

ます。保健室の役割も、けがや体調不良の対応から、

メンタルヘルスへの対応へと、その頻度が変わってき

ます。小学生であっても中学生、高校生であっても、

体調不良の背後に心の問題があることは多いと感じ

ますが、中高生になってくると悩みや苦しさを言語化

できるようになります。頭痛を主訴に来室した生徒

が、保健室で休養しているうちに自分の状況を話し始

め、自ら自分の悩みに気づいていくこともあります。

　多くの皆さんと接してきて実感することは、十代で

悩みがあることは自然なことだ、ということです。「こ

うありたい」「こうなりたい」と願えば願うほど、うまく

いかないときに焦ったり、悩んだり、辛さを感じたりし

ます。

　学校という同世代が多く集まる場で過ごしていれ

ば、他者と自分を比較のなかで、焦燥感を感じること

もあるでしょう。成績や部活などの競争に疲れてしま

うこともあります。

　友人関係、恋愛関係で悩むこともあると思います。

　また、自分の育ってきた環境や家族に不満を持つ人

もいるかもしれません。

　漠然とした重苦しさが続くと、不安が増加し、体調

を崩すこともあります。

　大切なことは、「自分の辛さを言語化し、誰かに受

けてとめてもらうこと」だと思います。友達や先輩な

ど同世代に話すことも良いと思いますが、できたらそ

の役を周りの大人に求めてください。保健室もその選

択肢のひとつです。

　辛いときは、ひなたぼっこして、心もカラダも休息

を取りましょう。窓の外の遠くを眺めましょう。外を

散歩しても良いと思います。足元を見ることも大切で

すが、大きな景色を見て肩の力を抜きましょう。心と

カラダは一体です。悩みの解決が難しい時は、まずカ

ラダをいたわり元気にしてあげましょう。

　そして、どうしても困ったとき、相談できる専門機

関があることも覚えておきましょう。

◎学校にはスクールカウンセラーがいます。

◎教育委員会が用意したLINE相談や

　電話相談がある県もあります。

◎県こころの健康センター（精神保健センター）も

　電話相談に応じてくれます。

◎地域の保健所もあります。

◎メンタルクリニックや心療内科、精神科といった

　医療機関を受診する方法もあります。

◎かかりつけ医に相談しても良いでしょう。

　病気は予防することができますが、気をつけていて

も罹患することもあります。こころの病も同じです。

困った時の対処法や相談先を知っておくことが何よ

り大切です。自分が困った時はもちろん、周囲の誰か

が困っている時にも役立つと思います。

つまずくことは誰にでもあります。

互いに助け合えたら良いですね・・・

高校養護教諭

保健室のつぶやき

誰にでも起きる精神疾患…
でも、怖がらないで！

親の思い

　私には二人の娘がいます。サラリーマンの父親と

保育士として働く母親と娘二人の極ありふれた普

通の家族でした。長女が介護福祉士として働き始

めて1年半ほどした頃に、仕事に行かなくてはなら

ないと頭ではわかっていても、どうにも身体が動か

ず寝床から起き上がれないという状態になりまし

た。それまで、夜の勤務の大変さや認知症の方の

介護で噛みつかれた歯形を見せてくれたり、とても

厳しい上司に何をしても叱られてばかり…そのよう

な仕事の辛さは聞いていましたが、このように体調

に現れるほどつらい思いをしていたとは気づきませ

んでした。長女と話し合い、相当に疲れているよう

だからと退職し、自宅で休むことにしました。その

後、アルバイトで働き始めましたが、また動けなくな

りました。その時には、大きな声で泣きわめくな

ど、手が付けられないようなこともありました。

　診断名は統合失調症でした。薬をきちんと飲む

ことと、体調が整うまで規則正しい生活を送りなが

ら静かな環境で休むこと、家族の一員としてできる

ことは自分でやる…などに気をつけながら、時間の

経過の中で、少しずつ本来の自分を取り戻していき

ました。現在は結婚して家庭を持ち、一児の母親と

して穏やかな生活を送っています。また、仕事をす

るという希望もあきらめていないようです。

　私は長女のこの病気に出会うまでは、「精神疾患

なんて他人事」と思い込んでいました。そして、精神

疾患については無知だったので、「わけの分からな

い怖い病気」というイメージから、一時期は長女に

対して深い絶望感を抱くこともありました。人間で

ある以上、身体の病気と同じように心の働きにも不

調が生じるのは当たり前のことなのですが、なぜか

精神疾患については身近な病気として考える人は少

なく、否定的なイメージでとらえがちです。どんな病

気でもならない方が良いとは思うのですが、精神疾

患だけに特別な考えを持つことは、その改善のため

の行動や対処を遅らせてしまうことにつながります。

　そうならないために、誰もが目をそらさずに、精

神疾患について正しい情報・知識を知ってほしいと

思います。精神疾患になる人は心が弱い人でも、怠

け者でもありません。精神疾患になるのは『人間だ

から』です。正しい知識を得て、早い段階で相談し、

対応することで回復可能な病気、周囲の理解と支え

があれば克服可能な病気なのです。

　いつもと違う自分自身に気づいたときには、怖が

らずに、信頼できる人や場所に相談できることが大

切です。周りの人が悩んでいると気づいたら、さりげ

なく声をかけてあげられることが大切です。「困って

いる」「苦しい」「辛い」…こんな言葉を素直に言え

る人と人とのつながりが大切にされる社会を心から

願っています。
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つまずくことは誰にでも

　中高生になると、学習成績、部活動成績、友人関

係、家族関係などそれぞれの場面で、自己実現欲求と

現実との間で、焦燥感や辛さを感じることが増えてき

ます。保健室の役割も、けがや体調不良の対応から、

メンタルヘルスへの対応へと、その頻度が変わってき

ます。小学生であっても中学生、高校生であっても、

体調不良の背後に心の問題があることは多いと感じ

ますが、中高生になってくると悩みや苦しさを言語化

できるようになります。頭痛を主訴に来室した生徒

が、保健室で休養しているうちに自分の状況を話し始

め、自ら自分の悩みに気づいていくこともあります。

　多くの皆さんと接してきて実感することは、十代で

悩みがあることは自然なことだ、ということです。「こ

うありたい」「こうなりたい」と願えば願うほど、うまく

いかないときに焦ったり、悩んだり、辛さを感じたりし

ます。

　学校という同世代が多く集まる場で過ごしていれ

ば、他者と自分を比較のなかで、焦燥感を感じること

もあるでしょう。成績や部活などの競争に疲れてしま

うこともあります。

　友人関係、恋愛関係で悩むこともあると思います。

　また、自分の育ってきた環境や家族に不満を持つ人

もいるかもしれません。

　漠然とした重苦しさが続くと、不安が増加し、体調

を崩すこともあります。

　大切なことは、「自分の辛さを言語化し、誰かに受

けてとめてもらうこと」だと思います。友達や先輩な

ど同世代に話すことも良いと思いますが、できたらそ

の役を周りの大人に求めてください。保健室もその選

択肢のひとつです。

　辛いときは、ひなたぼっこして、心もカラダも休息

を取りましょう。窓の外の遠くを眺めましょう。外を

散歩しても良いと思います。足元を見ることも大切で

すが、大きな景色を見て肩の力を抜きましょう。心と

カラダは一体です。悩みの解決が難しい時は、まずカ

ラダをいたわり元気にしてあげましょう。

　そして、どうしても困ったとき、相談できる専門機

関があることも覚えておきましょう。

◎学校にはスクールカウンセラーがいます。

◎教育委員会が用意したLINE相談や

　電話相談がある県もあります。

◎県こころの健康センター（精神保健センター）も

　電話相談に応じてくれます。

◎地域の保健所もあります。

◎メンタルクリニックや心療内科、精神科といった

　医療機関を受診する方法もあります。

◎かかりつけ医に相談しても良いでしょう。

　病気は予防することができますが、気をつけていて

も罹患することもあります。こころの病も同じです。

困った時の対処法や相談先を知っておくことが何よ

り大切です。自分が困った時はもちろん、周囲の誰か

が困っている時にも役立つと思います。

つまずくことは誰にでもあります。

互いに助け合えたら良いですね・・・

高校養護教諭

保健室のつぶやき

誰にでも起きる精神疾患…
でも、怖がらないで！

親の思い

　私には二人の娘がいます。サラリーマンの父親と

保育士として働く母親と娘二人の極ありふれた普

通の家族でした。長女が介護福祉士として働き始

めて1年半ほどした頃に、仕事に行かなくてはなら

ないと頭ではわかっていても、どうにも身体が動か

ず寝床から起き上がれないという状態になりまし

た。それまで、夜の勤務の大変さや認知症の方の

介護で噛みつかれた歯形を見せてくれたり、とても

厳しい上司に何をしても叱られてばかり…そのよう

な仕事の辛さは聞いていましたが、このように体調

に現れるほどつらい思いをしていたとは気づきませ

んでした。長女と話し合い、相当に疲れているよう

だからと退職し、自宅で休むことにしました。その

後、アルバイトで働き始めましたが、また動けなくな

りました。その時には、大きな声で泣きわめくな

ど、手が付けられないようなこともありました。

　診断名は統合失調症でした。薬をきちんと飲む

ことと、体調が整うまで規則正しい生活を送りなが

ら静かな環境で休むこと、家族の一員としてできる

ことは自分でやる…などに気をつけながら、時間の

経過の中で、少しずつ本来の自分を取り戻していき

ました。現在は結婚して家庭を持ち、一児の母親と

して穏やかな生活を送っています。また、仕事をす

るという希望もあきらめていないようです。

　私は長女のこの病気に出会うまでは、「精神疾患

なんて他人事」と思い込んでいました。そして、精神

疾患については無知だったので、「わけの分からな

い怖い病気」というイメージから、一時期は長女に

対して深い絶望感を抱くこともありました。人間で

ある以上、身体の病気と同じように心の働きにも不

調が生じるのは当たり前のことなのですが、なぜか

精神疾患については身近な病気として考える人は少

なく、否定的なイメージでとらえがちです。どんな病

気でもならない方が良いとは思うのですが、精神疾

患だけに特別な考えを持つことは、その改善のため

の行動や対処を遅らせてしまうことにつながります。

　そうならないために、誰もが目をそらさずに、精

神疾患について正しい情報・知識を知ってほしいと

思います。精神疾患になる人は心が弱い人でも、怠

け者でもありません。精神疾患になるのは『人間だ

から』です。正しい知識を得て、早い段階で相談し、

対応することで回復可能な病気、周囲の理解と支え

があれば克服可能な病気なのです。

　いつもと違う自分自身に気づいたときには、怖が

らずに、信頼できる人や場所に相談できることが大

切です。周りの人が悩んでいると気づいたら、さりげ

なく声をかけてあげられることが大切です。「困って

いる」「苦しい」「辛い」…こんな言葉を素直に言え

る人と人とのつながりが大切にされる社会を心から

願っています。
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あなたに会えてよかった

　児童養護施設が校区にある中学校。

　虐待やネグレスト、親の精神疾患・・・様々な理由で

社会的養護が必要な生徒が施設に入り転校してくる。

　「大人なんか信じられない」と口にしてくれる生徒

はまだいい。こちらを試すかのような暴力的な言動。

「何も知らないくせに・・・」

「じゃ、先生の家の子にしてくれるの？」

「帰るとこないから」

同じ経験をしてきたわけではない

私にできることは何だろう・・・

話を聴いて共感すること？

心を受け入れること？

一緒に泣くこと？

一緒に人生を嘆くこと？

　正解はわからない

　私は話をしっかり聴き、ただ一つ、あなたに会え

てよかったという気持ちだけは伝えている。

　縁あって、同じ学校に通って会えたこと、あなた

は来たくなかった施設だし、不本意かもしれないけ

ど、あなたに会えたこと、話をできたことは私にとっ

ては嬉しいことだと。

　生徒たちは、最初どんなに荒れていてもほとんど

が日に日に落ちつき、進路を決め巣立っていく。

嫌いな親の元に帰る生徒もいる。

　「私も先生に会えてよかった。将来、施設の職員

になって私も子どもたちに会えてよかったと言いた

い」そんな手紙をくれた生徒。

　悩み、傷つきながらも成長する（現状維持も成長

だぞ！！）生徒と出会えることは本当に幸せなこと。

私はグズグズ言っている生徒が好きなのかもと思う

ときもある。

　保健室には、身体的症状から心の問題まで本当

にたくさんの問題が持ち込まれる。大人になるとこ

んなことで！？と思うことが思春期の生徒の心を悩

ませている。

　そんな生徒に「あなたに会えてよかった」と言い

続けられるといいなと思う毎日です。

中学校養護教諭

保健室のつぶやき 保健室のつぶやき

先生、
保健室行ってもいいですか？

　「先生、保健室行ってもいいですか。話したい

ことがいっぱいあって・・・」と遠慮がちに尋ねて

くる生徒たち。また、「息が苦しい、胸のあたりが

痛い」などと訴えてくる受験を間近にひかえた生

徒もいる。学校のなかで、「友だちとの関わりが上

手くいかない」、「教室にも居づらい」、「どこの高

校に行ったらいいかわからない」という生徒たち

である。

　そんな生徒の心の中には、「誰かに聴いてほし

い」「わかってほしい」という気持ちがあふれ、常に

生きることと格闘しているかのようである。

　心の育ちにおいて必要なコミュニケーションや

相互作用などの、大人との関係性そのものが十分

に充たされていない子どもたちも増えているよう

に感じる。

　子どもの感情のコントロールの力（＝いやな気持

ち・不快感情を安全に抱える力）の育ちの問題は、

不登校、リストカット、ゲーム・ネット依存などにつ

ながっていくように思われてならない。不安な気持

ちに押しつぶされたり、あるいは向き合うことを回

避したりして、本当の意味での自信と主体性をもつ

ことができない生徒たちと向き合いながら、心の育

ちをうながしていくことへの援助が養護教諭に求

められていると感じる。また、子どもの感情コント

ロールの発達不全には、親子関係に課題があるこ

ともあり、「親をどう支援できるのか」模索する日々

である。

　たとえ、不登校になって、引きこもってしまって

も、子どもたちは「今、置かれている環境において、

必死に生きようとしている」。そんな子どもたちを、

支えていける養護教諭でありたいと思っている。

中学校養護教諭
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あなたに会えてよかった

　児童養護施設が校区にある中学校。

　虐待やネグレスト、親の精神疾患・・・様々な理由で

社会的養護が必要な生徒が施設に入り転校してくる。

　「大人なんか信じられない」と口にしてくれる生徒

はまだいい。こちらを試すかのような暴力的な言動。

「何も知らないくせに・・・」

「じゃ、先生の家の子にしてくれるの？」

「帰るとこないから」

同じ経験をしてきたわけではない

私にできることは何だろう・・・

話を聴いて共感すること？

心を受け入れること？

一緒に泣くこと？

一緒に人生を嘆くこと？

　正解はわからない

　私は話をしっかり聴き、ただ一つ、あなたに会え

てよかったという気持ちだけは伝えている。

　縁あって、同じ学校に通って会えたこと、あなた

は来たくなかった施設だし、不本意かもしれないけ

ど、あなたに会えたこと、話をできたことは私にとっ

ては嬉しいことだと。

　生徒たちは、最初どんなに荒れていてもほとんど

が日に日に落ちつき、進路を決め巣立っていく。

嫌いな親の元に帰る生徒もいる。

　「私も先生に会えてよかった。将来、施設の職員

になって私も子どもたちに会えてよかったと言いた

い」そんな手紙をくれた生徒。

　悩み、傷つきながらも成長する（現状維持も成長

だぞ！！）生徒と出会えることは本当に幸せなこと。

私はグズグズ言っている生徒が好きなのかもと思う

ときもある。

　保健室には、身体的症状から心の問題まで本当

にたくさんの問題が持ち込まれる。大人になるとこ

んなことで！？と思うことが思春期の生徒の心を悩

ませている。

　そんな生徒に「あなたに会えてよかった」と言い

続けられるといいなと思う毎日です。

中学校養護教諭

保健室のつぶやき 保健室のつぶやき

先生、
保健室行ってもいいですか？

　「先生、保健室行ってもいいですか。話したい

ことがいっぱいあって・・・」と遠慮がちに尋ねて

くる生徒たち。また、「息が苦しい、胸のあたりが

痛い」などと訴えてくる受験を間近にひかえた生

徒もいる。学校のなかで、「友だちとの関わりが上

手くいかない」、「教室にも居づらい」、「どこの高

校に行ったらいいかわからない」という生徒たち

である。

　そんな生徒の心の中には、「誰かに聴いてほし

い」「わかってほしい」という気持ちがあふれ、常に

生きることと格闘しているかのようである。

　心の育ちにおいて必要なコミュニケーションや

相互作用などの、大人との関係性そのものが十分

に充たされていない子どもたちも増えているよう

に感じる。

　子どもの感情のコントロールの力（＝いやな気持

ち・不快感情を安全に抱える力）の育ちの問題は、

不登校、リストカット、ゲーム・ネット依存などにつ

ながっていくように思われてならない。不安な気持

ちに押しつぶされたり、あるいは向き合うことを回

避したりして、本当の意味での自信と主体性をもつ

ことができない生徒たちと向き合いながら、心の育

ちをうながしていくことへの援助が養護教諭に求

められていると感じる。また、子どもの感情コント

ロールの発達不全には、親子関係に課題があるこ

ともあり、「親をどう支援できるのか」模索する日々

である。

　たとえ、不登校になって、引きこもってしまって

も、子どもたちは「今、置かれている環境において、

必死に生きようとしている」。そんな子どもたちを、

支えていける養護教諭でありたいと思っている。

中学校養護教諭
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いつも気にかけています

　中学生から高校生頃は、それぞれ心の中に抱え

るものが多くなって、でもどうしたらいいか自分でも

わからない、一人でもやもやして、周囲にぶつけて

みたりする、そんな時期でしょうか。

　わたしもそんな経験をして親離れし、家から出て

一人暮らしを始めました。きっと両親、とくに母親

は、急に自分の娘から批判的な目を向けられてとま

どったことだろう、と今振り返れば思います。精神

的には危なっかしい時期だったけれど、幸い高校、

大学となんでも話せる友人がいました。

　自分が親の立場になって、同じようにとまどいなが

ら子供たちを見守っているつもりだったけれど、娘は

ともかく、息子の気持ちが、高校２年生の後半頃から

全くわからなくなりました。不安でしたが「男の子っ

てこういう感じなのかな。いつか自分で次の出口を見

つけて進んでくれるだろう。普通に育てれば普通に

育ってくれるだろう」と思いハラハラしながらも、適切

な言葉をかけられない日を送っていました。

　親といえども自分の経験したことしかわからな

い、子供の気持ちは結局わからなかった、と思った

のは、ずっと後になってからでした。近所の人が「回

覧板を届けに行ったときに、息子さん笑顔がなく

て」と心配していたことを人づてに聞きました。きっ

とただの無愛想というのではない、何かの違和感を

感じたのでしょう。母親の私は、身近にいたからこ

そ近視眼的になってしまって、そうした変化に気づ

けなかったのだと思います。

　でも、当時も今も、いつでも子供のことを気にか

けて、少し離れたところから見守っています。少し不

調な息子のことも、元気で働いている娘のことも、

同じように心配で何かあれば、いつでも私に教えて

ほしいと思っています。

親の思い

保健室のつぶやき

おみやげの袋に
　　　　入っていた手紙

　『先生、２学期は大変お世話になりました。今は

憑きものが落ちたかのように、すっかり元気です！走

るのが好きなので、休日は自然の中を走っていま

す。以前は毎日、消えたいと思ってしまっていたの

で、今考えると、かなりやばい状態だったと思いま

す・・・そんななかでも登校できたのは、保健室のお

かげです。本当にありがとうございました。』

　養護教諭「最近A子さん保健室来なくなりました

ね」担任「最近調子良さそうですね。欠席もなくなり

ましたし」そんな会話を職員室でしていたある日の

ことでした。「休みに旅行に行ったので・・・」と、A

子さんが保健室におみやげを持って訪れました。そ

のおみやげの袋に入っていたのが上の手紙です。

　真面目でしっかりもの、そんな印象のA子さんの

保健室通いが始まった頃は、体調面の辛さが主訴で

した。頭痛やだるさの体調不良を主訴に何度か来室

するうちに、

「帰宅すると疲れて何もできない」

「頭が重たくて眠りたいのに、眠れない」

「体が重くて、学校に来るのが大変」

と、ぽつりぽつりと話すようになりました。

　高校入学後、ある出来事から親しい友人の言動に

過敏になり、自分がどう対応したら良いか、悩む日々

が続いたそうです。

　その様子に見かねた保護者が、良かれと思ってし

たアドバイスにも、Ａ子さんはとても傷づいたようで

した。そして何より、今までできていたことができな

くなった自分に途方にくれていました。保健室では、

とにかくゆっくり休養してもらうことを心がけまし

た。話し始めてくれてからは、できるだけしっかり話

を聴きました。受診の必要性も納得してもらい、おう

ちの人にどう話すかを一緒に考えました。

　その結果、主治医を受診することになり、心の疲

労から体調不良になっていると診断していただき、

お薬を出していただきました。おうちの方も主治医

からのお話で、A子さんの状態をわかってくださった

そうです。また、担任にも知ってもらおうとＡ子さん

に伝え、面談をしてもらいました。

　Ａ子さんは「保健室のおかげ」とお手紙をくれまし

たが、保健室の支援をきっかけとして、保護者・主治

医・担任がそれぞれのお立場でＡ子さんの支援をし

たことが、回復へとつながりました。

　「消えたいほど辛かった状態」から通常の生活を

取り戻すには、やはり周囲のサポートが必要であり、

ゆっくりと休養させてあげることが必要であること

を改めて実感しました。

高校養護教諭

この文章は実際の経験にもとづく創作です
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いつも気にかけています

　中学生から高校生頃は、それぞれ心の中に抱え

るものが多くなって、でもどうしたらいいか自分でも

わからない、一人でもやもやして、周囲にぶつけて

みたりする、そんな時期でしょうか。

　わたしもそんな経験をして親離れし、家から出て

一人暮らしを始めました。きっと両親、とくに母親

は、急に自分の娘から批判的な目を向けられてとま

どったことだろう、と今振り返れば思います。精神

的には危なっかしい時期だったけれど、幸い高校、

大学となんでも話せる友人がいました。

　自分が親の立場になって、同じようにとまどいなが

ら子供たちを見守っているつもりだったけれど、娘は

ともかく、息子の気持ちが、高校２年生の後半頃から

全くわからなくなりました。不安でしたが「男の子っ

てこういう感じなのかな。いつか自分で次の出口を見

つけて進んでくれるだろう。普通に育てれば普通に

育ってくれるだろう」と思いハラハラしながらも、適切

な言葉をかけられない日を送っていました。

　親といえども自分の経験したことしかわからな

い、子供の気持ちは結局わからなかった、と思った

のは、ずっと後になってからでした。近所の人が「回

覧板を届けに行ったときに、息子さん笑顔がなく

て」と心配していたことを人づてに聞きました。きっ

とただの無愛想というのではない、何かの違和感を

感じたのでしょう。母親の私は、身近にいたからこ

そ近視眼的になってしまって、そうした変化に気づ

けなかったのだと思います。

　でも、当時も今も、いつでも子供のことを気にか

けて、少し離れたところから見守っています。少し不

調な息子のことも、元気で働いている娘のことも、

同じように心配で何かあれば、いつでも私に教えて

ほしいと思っています。

親の思い

保健室のつぶやき

おみやげの袋に
　　　　入っていた手紙

　『先生、２学期は大変お世話になりました。今は

憑きものが落ちたかのように、すっかり元気です！走

るのが好きなので、休日は自然の中を走っていま

す。以前は毎日、消えたいと思ってしまっていたの

で、今考えると、かなりやばい状態だったと思いま

す・・・そんななかでも登校できたのは、保健室のお

かげです。本当にありがとうございました。』

　養護教諭「最近A子さん保健室来なくなりました

ね」担任「最近調子良さそうですね。欠席もなくなり

ましたし」そんな会話を職員室でしていたある日の

ことでした。「休みに旅行に行ったので・・・」と、A

子さんが保健室におみやげを持って訪れました。そ

のおみやげの袋に入っていたのが上の手紙です。

　真面目でしっかりもの、そんな印象のA子さんの

保健室通いが始まった頃は、体調面の辛さが主訴で

した。頭痛やだるさの体調不良を主訴に何度か来室

するうちに、

「帰宅すると疲れて何もできない」

「頭が重たくて眠りたいのに、眠れない」

「体が重くて、学校に来るのが大変」

と、ぽつりぽつりと話すようになりました。

　高校入学後、ある出来事から親しい友人の言動に

過敏になり、自分がどう対応したら良いか、悩む日々

が続いたそうです。

　その様子に見かねた保護者が、良かれと思ってし

たアドバイスにも、Ａ子さんはとても傷づいたようで

した。そして何より、今までできていたことができな

くなった自分に途方にくれていました。保健室では、

とにかくゆっくり休養してもらうことを心がけまし

た。話し始めてくれてからは、できるだけしっかり話
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ちの人にどう話すかを一緒に考えました。

　その結果、主治医を受診することになり、心の疲

労から体調不良になっていると診断していただき、

お薬を出していただきました。おうちの方も主治医

からのお話で、A子さんの状態をわかってくださった

そうです。また、担任にも知ってもらおうとＡ子さん

に伝え、面談をしてもらいました。

　Ａ子さんは「保健室のおかげ」とお手紙をくれまし

たが、保健室の支援をきっかけとして、保護者・主治

医・担任がそれぞれのお立場でＡ子さんの支援をし

たことが、回復へとつながりました。

　「消えたいほど辛かった状態」から通常の生活を

取り戻すには、やはり周囲のサポートが必要であり、

ゆっくりと休養させてあげることが必要であること

を改めて実感しました。

高校養護教諭

この文章は実際の経験にもとづく創作です
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親の思い

保健室のつぶやき

　本校でも統合失調症・うつ病・摂食障害等の

症状を抱えた生徒へ保健室で対応したケースがあ

りました。統合失調症の生徒のケースでは、発症

した時期が高校３年生で、学習や部活動、人間関

係でのストレスが多くあり、保健室でいろいろと

話しました。スクールカウンセラーにも関わってい

ただきましたが、その生徒は結局、症状が少しず

つ落ち着いてはきてはいましたがなかなか教室へ

復帰することができず、進路変更をしていきまし

た。学校と本人、保護者はとても良い関係であ

り、進路変更後も担任の先生や養護教諭に会い

に来てくれたり、保護者もスクールカウンセラーと

話す機会も数回あったりしたようです。

　うつ病の生徒のケースでは、不登校となってし

まいましたが、保護者とともに心療内科に受診す

ることができ、クラスメイトや部活動の仲間に支

えられ回復し、その後は無事に卒業することがで

きました。

　どのようなケースであっても保健室だけではそ

の生徒にとって良い対応はできないと思うので、

保健室だけでなく、保護者や担任の先生、教科担

当の先生、スクールカウンセラー、医療機関、友

人等のチームで生徒の支援ができると良いなと感

じました。

　養護教諭として日々の来室する生徒達の発す

るSOSに気づいていきたいと思います。

SOSに気づいて、
                    チームで支援

高校養護教諭

精神疾患について－
　　　　それでも大丈夫

　私が育った北海道の中央に位置する小さな街に

も市民なら誰しもが知る精神科病院がありました。

市の中心部からはかなり離れた住宅街の一角にあ

り広い敷地の真ん中に建てられたその建物はいつ

も静まり返っていた様に記憶しています。時々その

前を通り過ぎる時、私の全く知らない世界がありこ

れからも一生知る事のない世界である様な、そんな

感覚で気にも留めていませんでした。

　成長し同じ学友に統合失調症の方がいる事を知ら

された時も私の人生に全く無縁なものとして捉え、

むしろ無関係な人生である事を確信していました。

しかしそれがいかに傲慢であったかを自分の息子の

統合失調症の発症で猛反省する事になります。

　何でも話してくれていた息子が中1から徐々に無

口になり、そして家庭内暴力へと一気に変貌して行

き中学、高校と本人にとっても、家族にとっても耐

え難い程の葛藤の日々が続きました。高校中退後

20才で統合失調症と診断されましたが30才迄の

10年間は病気を受け入れることが出来ず、何度も入

退院を繰り返していました。30才になりやっと病気

を受け入れ34才で大学進学、38才で遅すぎる新社

会人として歩き始めました。

　現在45才になる息子（現在も服薬しながら正社員

として7年目）の人生のうち、17年間にも及ぶ苦く痛ま

しい経験は、日本というこの国で精神病を発症した

事が不幸の何物でもなかったと私は考えています。

此れ迄精神の病（特に統合失調症）は社会から切り

離され、封じ込まれ、陰湿な部分として捉えられ知

識として授業で正しく学ぶ機会は皆無でした。

　もし私に精神の病に対する知識と理解があった

ならあの時の学友に温かい理解を示せたものを、そ

して息子も既に知識として知っていたなら受け入れ

る時間がもう少し短く済んだものをと、とても悔や

まれます。精神の病の中で特に統合失調症は未だ

全てが解明された訳ではありませんがそれでも、現

在は副作用の少ない、治療に効果的な新薬が幾つ

も認可され、リカバリーに効果的な支援も各地で試

みられる等、時代と共に大きく変化しています。

又、他の病と同じく早期発見、早期治療がその後

の回復に効果的とも云われています。

　そして特にお伝えしたいことは、特別な人がかか

る病ではなく誰しも条件が揃うと発症しかねない

病である事、それが100人に1人若しくはそれ以上

の確率で発症するとも云われています。もう社会全

体が偏見で封印している時代ではありません。一人

一人が正しい知識を身に付け、正しく恐れ、正しい

理解を持つことが求められています。

　長い人生の中で病で落ち込みもう駄目と思う時が

あるかも知れません。だからこそ、それでも大丈夫と

思えるそして支え合える社会を皆で目指して行って

ほしいと願っています。
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保健室のつぶやき

保健室のつぶやき
たくましくしなやかに生きる

　私はまもなく養護教諭を卒業しますが、子どもの

健康に関われるこの仕事が大好きで、今は天職だっ

たとさえ感じています。希望が叶って就いた職業で

したが、初めの頃は想像と現実の様々なギャップに

「私には向いてなかった、とても続けられそうもな

い。」と何度も挫けそうになり、真剣に転職を考えま

した。辞めずに今日まで続けてこられたのは、周り

の人の支えがあったからだと思っています。そんな養

護教諭の私が、最近の小学生の心の健康について

気になることを書いてみたいと思います。

　小学校では、５年生の保健領域で初めて「心の健

康」について、中学校では１年生の保健分野で「心

身の機能の発達と心の健康」ついて学習します。

　私は小学校の勤務が長く、高校で「心の健康」が

どのように学習されているかを知りませんでした。

2022年度から数十年ぶりに高校の保健体育の教科

書に精神疾患の内容が載ると聞いて、今までどう

扱っていたのか、正直とても驚きました。

　最近の子どもたちは、小さな頃から通信できる

ツールが身近にあり、低学年でも顔の見えない相手

と簡単にゲームで対戦ができたり、話ができたりする

環境で育っています。そんな子どもたちの身近な人

間関係がとても気になっています。

　学校は集団生活の中で、友だちと実際の距離感

も含め密接な関係性を学ぶ場所だと思います。しか

し、友だちと自分との距離感がつかめず、関わりをま

だ十分に持たないうちに「嫌われた、はぶかれた、

誘ってもらえない」などと一方的に思い込み、心が挫

け、つまずき学校を休むきっかけとなることが多いと

感じます。友だちの言動に過度に傷ついてしまうと

いう状況です。

　学校を離れてもＳＮＳ等を通して、友だち同士の

関係は常に緊張状態で複雑になりつつあります。友

だちのグループから外れないようにとか、自分はここ

にいてもいいのかとか考え、必要以上に心配して、友

だちとの関係がうまく築けなくなってしまいます。

　また、子どもが親に気を遣って生活していると感

じます。学校で体調不良になった時、早退の連絡を

しようとすると、「親に迷惑をかけたくないから」

「早退の連絡をしたら怒られるから」などの理由で

「連絡しないでほしい」と真剣な顔で訴えてくること

が多いのです。小学生なのに、この状況なのに「親

に甘えられない？自分のつらさや苦しさをありのまま

にさらけだせない？」と驚いてしまいます。

　改めて、身近な人間関係の個と個のつながりに変

化が生じていると感じます。人間関係のストレスに上

手に付き合うことがとても苦手で、打たれ弱くなって

いたり、強い思い込みを払拭するために、関係性を

客観的に説明して状況を理解してもらう、というプ

ロセスが必要になったりします。

　そのようなことから、人との適度な距離感を保つ

こと、自分を知ってコントロールすること、ストレスへ

の対処などのスキルを持つこと等の学習がとても大

切だと思います。

　身近な人間関係がうまくいっていれば、人は自己

存在感や自己肯定感を高めることができ、幸せを感

じられると思います。そのために「心の健康」につい

て、教育課程の中に位置づけて系統的に学ぶ意味

はとても大きいと感じています。今後もその学びが

小学校から中学校、高校へとつながり、生涯をたく

ましくしなやかに生きていくための大切な基礎と

なってくれたらうれしいです。今後も子どもの心に寄

り添っていきたいと思っています。

「はなまる」と「拍手」

　保健室に来室する生徒の多くは心の悩みを抱え

ているように思います。思春期の特有の悩みであっ

たり、心身不調の悩みであったり、来室した生徒の

数だけ悩みはあって多種多様です。頻回する生徒

の中には前回の来室時と考えが変わっていること

もあり困惑することもありますが、できるだけ生徒

の思いに傾聴することを心がけています。傾聴する

中で、睡眠はとれているか、朝食や3度の食事はと

れているかなど基本的生活リズムが乱れていない

か聞くことも意識しています。

　悩みと共に頭痛など疾病を併発して来室する生徒

もいます。自分の中で、できる限り頑張って、耐えて

耐えぬいて今に至るのだなと感じます。そんな姿を見

ると「頑張ったね。」と思います。頑張って！とはとて

も言えません。もちろん「怠け」だとも思いません。

　一歩進んで二歩下がることも多いですが、一歩出

られたことに「はなまる」「拍手」です。学校（保健

室や相談室）に来られたこと、自分の思いや考えを

話してくれたこと、保健室で話せたこと、食事をとろ

うと思えたこと、受診しようと思えたことなどを自

分からアクションを起こせたことを自分で気づいて

もらいたいという含みもあり、「はなまる」や「拍

手」を送ります。

　それでも、どのように声をかけたらよいのか、どう

したら次のステップにいけるのか、根が深くならず

に現状から奪回できるのか、自分の言葉がけは適

切であったか悩むことが多々あります。本人の意思

を尊重することが第一だと思っていますが、主治医

をはじめとした専門家とチームで気軽にスピディー

にコンタクトがとれたらよいなと思います。

　善は急げと、本人の気持ちが上向きになったとき

がチャンスだと思ってしまいます。でも、自分がそう

思っていても本人は同じように思っていないことも

多々あります。本人のさじ加減を酌む難しさや信頼

関係を築き上げていく大切さを感じます。焦りは禁

物だと反省する日々です。自分だけでどうにかしよ

うとせずに、医療の力や専門家、周りにいる人の手

を借りて一緒に前を向いていこうと思う日々です。

小学校養護教諭

高校養護教諭
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　小学校では、５年生の保健領域で初めて「心の健

康」について、中学校では１年生の保健分野で「心

身の機能の発達と心の健康」ついて学習します。

　私は小学校の勤務が長く、高校で「心の健康」が

どのように学習されているかを知りませんでした。

2022年度から数十年ぶりに高校の保健体育の教科

書に精神疾患の内容が載ると聞いて、今までどう

扱っていたのか、正直とても驚きました。

　最近の子どもたちは、小さな頃から通信できる

ツールが身近にあり、低学年でも顔の見えない相手

と簡単にゲームで対戦ができたり、話ができたりする

環境で育っています。そんな子どもたちの身近な人

間関係がとても気になっています。

　学校は集団生活の中で、友だちと実際の距離感

も含め密接な関係性を学ぶ場所だと思います。しか

し、友だちと自分との距離感がつかめず、関わりをま

だ十分に持たないうちに「嫌われた、はぶかれた、

誘ってもらえない」などと一方的に思い込み、心が挫

け、つまずき学校を休むきっかけとなることが多いと

感じます。友だちの言動に過度に傷ついてしまうと

いう状況です。

　学校を離れてもＳＮＳ等を通して、友だち同士の

関係は常に緊張状態で複雑になりつつあります。友

だちのグループから外れないようにとか、自分はここ

にいてもいいのかとか考え、必要以上に心配して、友

だちとの関係がうまく築けなくなってしまいます。

　また、子どもが親に気を遣って生活していると感

じます。学校で体調不良になった時、早退の連絡を

しようとすると、「親に迷惑をかけたくないから」

「早退の連絡をしたら怒られるから」などの理由で

「連絡しないでほしい」と真剣な顔で訴えてくること

が多いのです。小学生なのに、この状況なのに「親

に甘えられない？自分のつらさや苦しさをありのまま

にさらけだせない？」と驚いてしまいます。

　改めて、身近な人間関係の個と個のつながりに変

化が生じていると感じます。人間関係のストレスに上

手に付き合うことがとても苦手で、打たれ弱くなって

いたり、強い思い込みを払拭するために、関係性を

客観的に説明して状況を理解してもらう、というプ

ロセスが必要になったりします。

　そのようなことから、人との適度な距離感を保つ

こと、自分を知ってコントロールすること、ストレスへ

の対処などのスキルを持つこと等の学習がとても大

切だと思います。

　身近な人間関係がうまくいっていれば、人は自己

存在感や自己肯定感を高めることができ、幸せを感

じられると思います。そのために「心の健康」につい

て、教育課程の中に位置づけて系統的に学ぶ意味

はとても大きいと感じています。今後もその学びが

小学校から中学校、高校へとつながり、生涯をたく

ましくしなやかに生きていくための大切な基礎と

なってくれたらうれしいです。今後も子どもの心に寄

り添っていきたいと思っています。

「はなまる」と「拍手」

　保健室に来室する生徒の多くは心の悩みを抱え

ているように思います。思春期の特有の悩みであっ

たり、心身不調の悩みであったり、来室した生徒の

数だけ悩みはあって多種多様です。頻回する生徒

の中には前回の来室時と考えが変わっていること

もあり困惑することもありますが、できるだけ生徒

の思いに傾聴することを心がけています。傾聴する

中で、睡眠はとれているか、朝食や3度の食事はと

れているかなど基本的生活リズムが乱れていない

か聞くことも意識しています。

　悩みと共に頭痛など疾病を併発して来室する生徒

もいます。自分の中で、できる限り頑張って、耐えて

耐えぬいて今に至るのだなと感じます。そんな姿を見

ると「頑張ったね。」と思います。頑張って！とはとて

も言えません。もちろん「怠け」だとも思いません。

　一歩進んで二歩下がることも多いですが、一歩出

られたことに「はなまる」「拍手」です。学校（保健

室や相談室）に来られたこと、自分の思いや考えを

話してくれたこと、保健室で話せたこと、食事をとろ

うと思えたこと、受診しようと思えたことなどを自

分からアクションを起こせたことを自分で気づいて

もらいたいという含みもあり、「はなまる」や「拍

手」を送ります。

　それでも、どのように声をかけたらよいのか、どう

したら次のステップにいけるのか、根が深くならず

に現状から奪回できるのか、自分の言葉がけは適

切であったか悩むことが多々あります。本人の意思

を尊重することが第一だと思っていますが、主治医

をはじめとした専門家とチームで気軽にスピディー

にコンタクトがとれたらよいなと思います。

　善は急げと、本人の気持ちが上向きになったとき

がチャンスだと思ってしまいます。でも、自分がそう

思っていても本人は同じように思っていないことも

多々あります。本人のさじ加減を酌む難しさや信頼

関係を築き上げていく大切さを感じます。焦りは禁

物だと反省する日々です。自分だけでどうにかしよ

うとせずに、医療の力や専門家、周りにいる人の手

を借りて一緒に前を向いていこうと思う日々です。

小学校養護教諭

高校養護教諭
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09保健室・たくましくしなやかに生きる（養護教諭の思い） 10保健室・はなまると拍手（養護教諭の思い）
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保健室のつぶやき

心の健康って･･･
高校養護教諭

　身体の成長著しい十代、当然、心も目まぐるしく変

化します。授業や部活動で日々生徒たちと接している

先生方は、そのことを実感していらっしゃることと思い

ます。

　「保健室って、生徒が本当の姿を見せてくれるところで

すよね」なんて言われます。本当にそうなのでしょうか。

　養護教諭になりたての頃は、「担任が知らないこの子

の本音を受けとめている」と気負っていましたが、部活

動や学校行事での生徒を見ると、保健室では見ること

ができない、生き生きとした姿に出会います。あんなに

辛そうだったのに・・・と拍子抜けしたこともあります。

ああ、そうだった、保健室って、そもそも、本来の姿を取

り戻すために、子ども達を休ませてあげられる所だっ

た、と当たり前のことを実感しています。

　生徒達は、日常の場での自己実現を望んでいます。

関わっている先生方や友だち、そして自分の家族に認

めてもらいたいのです。それも「本当の姿」だと思いま

す。保健室で「弱音を吐いたり」「毒を吐いたり」「甘

えたり」することは、本当の自分を取り戻すために必要

な時間と捉えています。保健室は、うまくいかない時

に生じる疲れや、躓きへの不安を表現できる場であり

たいと思います。

　中高生になると、学習成績、部活動成績、友人関

係、家族関係などそれぞれの場面で、自己承認欲求と

現実との間で、焦燥感や辛さを感じることが増えてく

るのだと思います。保健室の役割も、けがや体調不良

の対応から、メンタルヘルスへの対応へと、その頻度

が変わってきます。小学生であっても中学生、高校生

であっても、体調不良の背後に心の問題があることは

多いと感じますが、中高生になってくると悩みや不満を

言語化できるようになり、保健室で辛さを表現する生

徒が増えるので、その辛さに寄り添う対応が必要にな

ります。

　さて、今まで私が関わりを持ってきた生徒の様子に

ついて、ですが・・・保健室が機能してうまくいった事

例、在学中はうまくいったように見えても卒業後大変

そうだった事例、学校としての無力感を感じた事例な

ど様々な事例があります。

◎テストの途中でパニックになり、保健室に連れてこら

れた生徒もいます。「中学の先生の教えを守り、問題

集は必ず3回ずつやっていました。私は実力が無いか

ら努力が取り柄なのです。それなのに最近それが追い

つかなくなりました。やり終えないうちに朝になってし

まいます。」と限界を訴えた生徒。何度も過呼吸を繰

り返し、教室に居られる時間が日に日に減ってきまし

た。おうちの方とお会いして話を重ね、受診につなが

りました。

◎毎日休み時間は保健室で過ごす生徒もいました。

「授業中よりフリーになる休み時間がきつい」という

生徒は案外多いです。そういう生徒には「学校には同

級生だけで無く、大人もいる」と伝え、保健室で養護

教諭と話すことで、苦手な休み時間を休息の時間に替

えるようにしています。卒業して進路先でうまくいか

ず、毎日のように保健室に電話してくるケースがありま

した。頼れる大人として支えていきたい気持ちはありま

したが、成人した卒業生をずっと支えていくことはでき

ません。県の発達支援センターと地域の保健所に繋い

で、その対応をバトンタッチさせていただきました。

◎おうちで多量服薬してきた、と言ってきた生徒の対

応をしたこともあります。おうちの方とも連絡が取れ

ず、薬の確認もできず、学校近くの校医さんで対応して

いただきました。校医さんから、「学校にたどり着いた

意味を考えなくてはね」とアドバイスいただいた時、養

護教諭の役割について、改めて考えさせられました。

多量服薬、という行動化する前から、甘え、虚言など

心配な様子を呈していた生徒でした。もっと、丁寧に

接していれば、と反省させられた事例です。

◎「自分が嫌で窓から飛び降りたくなった、でも人に

迷惑かけたくないので保健室にきました」とストレート

に、ドキッとすることを言ってくる生徒もいました。保

護者の期待に応えたくて毎日休まず学校に通っていた

が、遅刻をきっかけに自分を保てなくなり、自暴自棄

になっていた状態でした。「本当は学校なんか好き

じゃない、一日でも休んだら来られなくなりそうだから

毎日休まず来ていただけ」と泣きながら話し始めまし

た。ギリギリの状態で頑張っていたのです。保健室で

ひなたぼっこしながら光合成しよう、と声をかけたりし

て、その生徒が落ち着くのを待ち、教育相談担当や保

護者と連携して対応しました。

◎学校のトイレで頻繁にリストカットをする生徒がいま

した。左前腕は切りすぎて皮膚がケロイドのように肥

厚していました。「応急処置は優しく、対応は淡々

と」、と学校医さんからアドバイスをいただき、対応し

ていましたが、本人の辛さの受け止め方に迷いながら

の日々でした。リストカットが落ち着き、良好な関係性

が築けた頃には卒業間近となっていました。

◎昼休み、窓から身を乗り出していることに周囲が気

づき、慌てて窓から引き離した、そんなケースもありまし

た。スマホのオンラインゲームに夢中で、昼休み校則を

破ってやっていて、教諭に見つかった後のことでした。

落ち着いてから話を聞くと、親にばれたらスマホが使え

なくなる、もう終わりだ、と思ったとのこと。飛び降りた

ら時間が戻る気がした、とも言っていました。

　保健室で関わってきたいくつかの事例を振り返って

きましたが、本当に心配なのは、保健室や相談室に、

たどり着くことさえできない生徒なのかもしれません。

やはり「困っていること、つらいことを言語化し、誰か

に伝える」そんなベース作りが、もっともっと必要なの

だと感じました。でも、自分のことを言語化し、人に伝

えるって、それ自体がエネルギーを必要としますよね。

難しいです。

　「心身の健康は切り離して考えることはできない」、

保健室を訪れる子どもたちと接していると、そのこと

を実感します。悩み多き時代であり、心身ともに発達

途中であるからこそ、適切な見立ては難しいと感じる

こともあります。

　最近、「ヤングケアラー」についてだいぶ取り上げら

れておりますが、今まで出会った生徒のなかにも様々

なケースがありました。保護者が心の病を抱えている

ケースも何例かありました。

　保護者が心の病であることを周囲に知られないよう

に振る舞っていることが多く、学校側が気づくまでに

は時間を要することもありました。保健室で何度も熟

睡し、心配して話を聴くうちにやっと話をしてくれたこ

ともあります。心の病である保護者の応対だけでな

く、家のことや小さい兄弟の世話など、たくさんの負担

が生じていることもあります。

　保護者による養育困難と判断され、児童養護施設

に入所し、そこから学校に通っている生徒もいました。

保護者が心の病だったことかから、自分もいずれ心の

病になるのでは、と不安を抱えている生徒もいました。

また、保護者の自死に苦しむ生徒もいました。

　教科保健の単元で「精神疾患の予防と回復」を学

習することは、とても大切なことであると同時に、様々

な観点からの配慮が必要な単元であることを感じま

す。現在も、担任・部活動顧問・保健室などの情報を

共有しながら生徒の支援を行っていますが、授業で精

神疾患について取り上げられることも念頭に、より情

報共有していければと思います。

文章のなかの事例は、

多くの養護教諭の実際の経験にもとづく創作です
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保健室のつぶやき

心の健康って･･･
高校養護教諭

　身体の成長著しい十代、当然、心も目まぐるしく変

化します。授業や部活動で日々生徒たちと接している

先生方は、そのことを実感していらっしゃることと思い

ます。

　「保健室って、生徒が本当の姿を見せてくれるところで

すよね」なんて言われます。本当にそうなのでしょうか。

　養護教諭になりたての頃は、「担任が知らないこの子

の本音を受けとめている」と気負っていましたが、部活

動や学校行事での生徒を見ると、保健室では見ること

ができない、生き生きとした姿に出会います。あんなに

辛そうだったのに・・・と拍子抜けしたこともあります。

ああ、そうだった、保健室って、そもそも、本来の姿を取

り戻すために、子ども達を休ませてあげられる所だっ

た、と当たり前のことを実感しています。

　生徒達は、日常の場での自己実現を望んでいます。

関わっている先生方や友だち、そして自分の家族に認

めてもらいたいのです。それも「本当の姿」だと思いま

す。保健室で「弱音を吐いたり」「毒を吐いたり」「甘

えたり」することは、本当の自分を取り戻すために必要

な時間と捉えています。保健室は、うまくいかない時

に生じる疲れや、躓きへの不安を表現できる場であり

たいと思います。

　中高生になると、学習成績、部活動成績、友人関

係、家族関係などそれぞれの場面で、自己承認欲求と

現実との間で、焦燥感や辛さを感じることが増えてく

るのだと思います。保健室の役割も、けがや体調不良

の対応から、メンタルヘルスへの対応へと、その頻度

が変わってきます。小学生であっても中学生、高校生

であっても、体調不良の背後に心の問題があることは

多いと感じますが、中高生になってくると悩みや不満を

言語化できるようになり、保健室で辛さを表現する生

徒が増えるので、その辛さに寄り添う対応が必要にな

ります。

　さて、今まで私が関わりを持ってきた生徒の様子に

ついて、ですが・・・保健室が機能してうまくいった事

例、在学中はうまくいったように見えても卒業後大変

そうだった事例、学校としての無力感を感じた事例な

ど様々な事例があります。

◎テストの途中でパニックになり、保健室に連れてこら

れた生徒もいます。「中学の先生の教えを守り、問題

集は必ず3回ずつやっていました。私は実力が無いか

ら努力が取り柄なのです。それなのに最近それが追い

つかなくなりました。やり終えないうちに朝になってし

まいます。」と限界を訴えた生徒。何度も過呼吸を繰

り返し、教室に居られる時間が日に日に減ってきまし

た。おうちの方とお会いして話を重ね、受診につなが

りました。

◎毎日休み時間は保健室で過ごす生徒もいました。

「授業中よりフリーになる休み時間がきつい」という

生徒は案外多いです。そういう生徒には「学校には同

級生だけで無く、大人もいる」と伝え、保健室で養護

教諭と話すことで、苦手な休み時間を休息の時間に替

えるようにしています。卒業して進路先でうまくいか

ず、毎日のように保健室に電話してくるケースがありま

した。頼れる大人として支えていきたい気持ちはありま

したが、成人した卒業生をずっと支えていくことはでき

ません。県の発達支援センターと地域の保健所に繋い

で、その対応をバトンタッチさせていただきました。

◎おうちで多量服薬してきた、と言ってきた生徒の対

応をしたこともあります。おうちの方とも連絡が取れ

ず、薬の確認もできず、学校近くの校医さんで対応して

いただきました。校医さんから、「学校にたどり着いた

意味を考えなくてはね」とアドバイスいただいた時、養

護教諭の役割について、改めて考えさせられました。

多量服薬、という行動化する前から、甘え、虚言など

心配な様子を呈していた生徒でした。もっと、丁寧に

接していれば、と反省させられた事例です。

◎「自分が嫌で窓から飛び降りたくなった、でも人に

迷惑かけたくないので保健室にきました」とストレート

に、ドキッとすることを言ってくる生徒もいました。保

護者の期待に応えたくて毎日休まず学校に通っていた

が、遅刻をきっかけに自分を保てなくなり、自暴自棄

になっていた状態でした。「本当は学校なんか好き

じゃない、一日でも休んだら来られなくなりそうだから

毎日休まず来ていただけ」と泣きながら話し始めまし

た。ギリギリの状態で頑張っていたのです。保健室で

ひなたぼっこしながら光合成しよう、と声をかけたりし

て、その生徒が落ち着くのを待ち、教育相談担当や保

護者と連携して対応しました。

◎学校のトイレで頻繁にリストカットをする生徒がいま

した。左前腕は切りすぎて皮膚がケロイドのように肥

厚していました。「応急処置は優しく、対応は淡々

と」、と学校医さんからアドバイスをいただき、対応し

ていましたが、本人の辛さの受け止め方に迷いながら

の日々でした。リストカットが落ち着き、良好な関係性

が築けた頃には卒業間近となっていました。

◎昼休み、窓から身を乗り出していることに周囲が気

づき、慌てて窓から引き離した、そんなケースもありまし

た。スマホのオンラインゲームに夢中で、昼休み校則を

破ってやっていて、教諭に見つかった後のことでした。

落ち着いてから話を聞くと、親にばれたらスマホが使え

なくなる、もう終わりだ、と思ったとのこと。飛び降りた

ら時間が戻る気がした、とも言っていました。

　保健室で関わってきたいくつかの事例を振り返って

きましたが、本当に心配なのは、保健室や相談室に、

たどり着くことさえできない生徒なのかもしれません。

やはり「困っていること、つらいことを言語化し、誰か

に伝える」そんなベース作りが、もっともっと必要なの

だと感じました。でも、自分のことを言語化し、人に伝

えるって、それ自体がエネルギーを必要としますよね。

難しいです。

　「心身の健康は切り離して考えることはできない」、

保健室を訪れる子どもたちと接していると、そのこと

を実感します。悩み多き時代であり、心身ともに発達

途中であるからこそ、適切な見立ては難しいと感じる

こともあります。

　最近、「ヤングケアラー」についてだいぶ取り上げら

れておりますが、今まで出会った生徒のなかにも様々

なケースがありました。保護者が心の病を抱えている

ケースも何例かありました。

　保護者が心の病であることを周囲に知られないよう

に振る舞っていることが多く、学校側が気づくまでに

は時間を要することもありました。保健室で何度も熟

睡し、心配して話を聴くうちにやっと話をしてくれたこ

ともあります。心の病である保護者の応対だけでな

く、家のことや小さい兄弟の世話など、たくさんの負担

が生じていることもあります。

　保護者による養育困難と判断され、児童養護施設

に入所し、そこから学校に通っている生徒もいました。

保護者が心の病だったことかから、自分もいずれ心の

病になるのでは、と不安を抱えている生徒もいました。

また、保護者の自死に苦しむ生徒もいました。

　教科保健の単元で「精神疾患の予防と回復」を学

習することは、とても大切なことであると同時に、様々

な観点からの配慮が必要な単元であることを感じま

す。現在も、担任・部活動顧問・保健室などの情報を

共有しながら生徒の支援を行っていますが、授業で精

神疾患について取り上げられることも念頭に、より情

報共有していければと思います。

文章のなかの事例は、

多くの養護教諭の実際の経験にもとづく創作です
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11保健室・保健室って（さまざまな経験）
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